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青空と緑と産業の£ち昭和町I

固ささら@副潟議決切
い*ざ*と*い*う*と*き*に*備*え*て

「放水はじめ!.J昭和町消防団と役場消防隊の放水訓練の様子で

す。

9月4日は防災の目。昭和町でもこの目、東海地域に大規模地震

が発生するとの想定で、総合防災訓練ガ行われましだ。

東海地震はJいつ起きても不思議でない状態J と言われています

が、観測によって予知が可能な地震とも言われています。また、県

内東部地域では南関東直下型地震発生の可能性も指摘されてい

ます。

「うちだけは大丈夫」と思わずに、いつ災害ガ起きても落ち着い

て対処できるよう、日ごろから防災対策をJ山がけましよう。

田
〔町の人口〕

男 6，676人(+16) 

女 6.323人(+10) 

計 12‘999人 (+26) 

世帯数 4，407戸(+12) 
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10月10日(体育の日)

押原中校庭(小爾決行)

とき

とと;:3
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⑨⑮⑨⑨⑥ 
すふれあいフェスティパル

圃ふれあい祭り式典(開会式)
午後?時""'1時30分

・子どもパレード(子ども祭り)
午後T時40分""'2時40分

・夢宅配便(1回目)
ストリートオルガン

ピエロのパフォーマンス
午後3時""'3時30分

・夢宅配便(2回目)
ストリートオルガン

ピエロのパフォーマンス
午後3時50分""'4時10分

・田中よしひこミ二歌謡ショー
午後4時10分""'4時20分

すお楽しみ抽選会(ラッキーくじ)
午後4時20分""'4時50分

カ光と音のフェスティパル
・西村知美歌謡ショー

午後5時""'5時50分

・金沢明子歌謡ショー
ふれあい踊り(新昭和音頭)
郷土民謡(笠おどり)

午後6時""'7時30分

・ふるさと花火大会
午後7時30分""'8時

町
を
あ
げ
て
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
寸
第
四
回
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
、
か
、
今
年
も
十
月
十

日
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

昨
年
は
、
長
雨
の
影
響
で
会
場
を
変
更
し
て
の
開
催
で
し
だ
、
か
、
お
よ
そ
六
千
人
の
人
出
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
だ
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
遊
ん
で
踊
っ
て
笑
顔
、
が
い
っ
ぱ
い
、
あ
っ
と

い
う
ま
の
秋
の
一
日
で
し
た
。

今
年
も
、
金
沢
明
子
さ
ん
、
西
村
知
美
さ
ん
を
迎
え
て
の
歌
謡
シ
ョ
ー
を
は
じ
め
、
ふ
れ
あ

い
昭
和
踊
り
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
そ
し
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
ふ
る
さ
と
花
火
大
会
ま
で
、
盛
り

沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
、
が
み
な
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

以
前
か
ら
昭
和
町
に
住
ん
で
い
る
方
も
、
ま
だ
新
し
く
町
民
に
な
ら
れ
だ
方
も
、
こ
の
お
祭

り
に
一
緒
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
「
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
、
か
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ふ
れ
あ
い
の

場
と
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
お
祭
り
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

② 平成4.9.1広報しようわ
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子
ど
も
た
ち
の
勇
壮
な
「
は
た
る
太

鼓
」
の
共
演
に
よ
り
、
「
ふ
れ
あ
い
祭

り
」
は
開
会
し
ま
す
。
開
会
式
の
式
典

の
な
か
で
、
打
ち
上
げ
花
火
、
く
す
玉

割
り
、
ま
た
風
船
を
大
空
に
放
ち
式
典

を
盛
り
上
げ
ま
す
。

祭
り
は
、
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
光
と
音
の
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
続
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
並
行
し

て
、
う
な
ぎ
の
つ
か
み
ど

り
大
会
、
花
・
苗
木
の
展

示
販
売
、
起
震
車
な
ど
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
。
町
内

の
各
企
業
、

J
A
中
巨
摩

東
部
、
商
工
会
な
ど
の
コ

ー
ナ
ー
や
、
「
海
の
家
」
相

良
町
の
海
産
物
即
売
コ
ー

ナ
ー
。
ま
た
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
広
場
、
小
さ
な
子
ど

も
た
ち
が
遊
べ
る
お
も
ち

ゃ
の
広
場
、
動
物
に
乗
る

こ
と
も
で
き
る
動
物
広
場

な
ど
が
、
み
な
さ
ん
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

• 

ル
民
謡
の
金
沢
明
子
さ
ん

h
F

ア
イ
ド
ル
の
西
村
知
美
さ
ん

()  ふれあい
歌謡ショ

in昭和
切・・・

〉

h
p

「
郷
土
の
星
」
田
中
よ
し
ひ
こ
さ
ん

子
ノ'¥" 1_" 

Tも
ド

各
地
区
の
子
ど
も
ク
ラ

ブ
手
作
り
に
よ
る
演
出
で
、

子
ど
も
た
ち
の
説
明
の
中
、

仮
装
・
み
こ
し
・
山
車
な
ど

が
会
場
狭
し
と
繰
り
出
し
、

子
ど
も
パ
レ
ー
ド
を
展
開

し
ま
す
。
パ
レ

ー
ド
後
は
、

子
ど
も
た
ち
手
作
り
の
作

口
聞
を
押
原
中
学
校
舎
前
に
展
示
し
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い

。

ス
ト
リ
ー
ト
オ
ル
ガ
ン

ス
ト
リ
ー
ト
オ
ル
ガ
ン
の
調
べ
に
乗

っ
た
お
ど
け
た
ピ
エ
ロ
が
、
パ
ン
ト
マ

イ
ム
、
人
形
振
り
や
イ
ン
チ
キ
マ
ジ
ッ

ク
な
ど
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
昔
な
つ
か

し
い
紙
芝
居
に
似
た
洋
風
の
呼
び
寄
せ

で
す
。お

楽
し
み
抽
選
会

全
戸
配
布
し
ま
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
に

つ
い
て
い
る
お
楽
し
み
抽
選
券
を
、
当

日
会
場
の
受
付
箱
に
入
れ
て
い
た
だ
き
、

夕
方
ス
テ
ー
ジ
に
て
抽
選
を
い
た
し
ま

す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
賞
品
引
換
券
と
な

り
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
な
く
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
電
気
製
品
な
ど
の
豪
華
賞
品

が
当
た
り
ま
す
。

歌
謡
シ
ョ
ー

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
お
な
じ
み
の
金

沢
明

千
さ
ん
・
西
村
知
美

さ
ん
を
迎

え
て
の
歌
話
シ
ョ

l
。
今
年
は
金
沢

明
子
さ
ん
に

「
新
昭
和
音
頭
」
な
ど

を
歌

っ
て
い
た
だ
き
、
み
な
さ
ん
に

「
ふ
れ
あ
い
踊
り
」
や

「笠
お
ど
り
」 企ピエロのパフォーマンス

を
踊

っ
て
い
た
だ
く
よ
う
企
画
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
本
町
出
身
歌
手
の
田
中
よ
し

ひ
こ
さ
ん
を
迎
え
て
の
ミ
ニ
歌
謡
シ
ョ

ー
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
花
火
大
会

祭
り
の
ム

l
ド
が
最
高
潮
に
達
す
る

ふ
る
さ
と
花
火
大
会
。
祭
り
の
フ
ィ
ナ

ー
レ
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
打
ち
上
げ

花
火
を
、
約
三
十
分
間
に
渡

っ
て
打
ち

上
げ
ま
す
。
夜
空
を
彩
る
光
と
音
の
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
、
存
分
に
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

ア
ル
ミ
缶
で

く
じ
が
引
け
ま
す

み
な
さ
ん
の
自
宅
な
ど
に
あ
る
ア
ル

ミ
の
空
き
缶
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
空

き
缶

一
つ
に
つ
き
、
く
じ
が
一
回
引
け

ま
す
。
花
の
種
や
百
円
の
金
券
が
当
た

り
ま
す
。

ま
た
、
当
日
集
ま
る
空
き
缶
の
量
を

予
想
し
て
い
た
だ
き
、

最
も
近
か
っ
た

方
三
名
に
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
自
転
車
な

ど
を
差
し
上
げ
ま
す
。

平成4.10.1広報しょうわ③ 



保
坂
幹
雄
区
長
の
お
は
な
し

沖
田
公
園
の
清
掃
奉
仕
活
動
も
、

一

区
民
の
提
言
を
き
っ
か
け
に
始
め
て
か

ら
、
お
よ
そ
一
年
が
過
ぎ
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
誰
で

も
楽
し
く
憩
え
る
場
所
で
あ
る
公
園
を
、

い
つ
も
清
潔
に
と
願
う
清
掃
奉
仕
の
作

業
も
、
心
な
い
人
た
ち
に
よ
る
、
空
カ

ン
・
空
ビ
ン
・
弁
当
の
う
つ
わ
な
ど
の

置
き
捨
て
と
の
い
た
ち
ご
っ
こ
で
は
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
成
果
は
除
々
に
上
が

っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
整
備
さ

れ
た
公
園
も
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
が

リ
け
引
け
り
凶
汁
リ
リ
日
い
り
は

uuuuu同
国
司
リ
当
日
泊
目
当
日
け
百円均以)ば))打一
UUHγ
汁
汁
』
叶
吋
叶
口
出
羽
田
日
目
詞
刊
誌
討
対
一

u・いりゾ一
一U
Mい吋河川一山内
M
U
H
)吋
訟
は
叫
一
司
河
川
け
引
叶
ソ
リ
汁
山
山
は
い
け
吋
国
リ
ヨ
日
月
刊
)
詔
一
一叶UUU》
説
明
ゾ
け
い
切
回
以
U
日当以〕リ

コ

市

川

川

崎

出

〉

南
甲
府
警
察
署
・
西
条
駐
在
所
に
、
駐
在
所
を
長
田
巡
査
長
が
受
け
持
つ
こ

二

向

田

昌

叫

新

し

く

清

水

正

吾
巡
査
が
勤
務
さ
れ
る
と
に
な
り
ま
す
。
清
水
巡
査
は

「
以
前

二

市

山

拙

ω

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
清

水

巡

査

は

、

の

早

川
町
に
比
べ
、
甲
府
市
近
郊
と
い

L
将

司

凶

》

る

臼

凶

こ

れ

ま

で

早

川

町

に

あ

る

鰍

沢

警

察

署

・

う

こ

と

で

人

口

も

多

く

事

件

・

事

故

等

6
u
B
U
J
u
f
mぬ
本

建

駐

在

所

に

勤

務

さ

れ

て

い

ま

し

た

も

多
く
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
昭
和
町
の

日

出

国

冒

川

山

巾

ゆ

が

、

八

月

十

七

日

付

け

の

異

動

で

、

西

治

安

維

持

に

務

め

、

地

域

の

み

な

さ

ん

R
U
白川
W

条
駐
在
所
に
異
動
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思

こ
れ
ま
で

一
年
半
に
渡
り
、
地
域
の
み
い
ま
す
。
」
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

な
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
、
昭
和
町

の

治

安

た

。

維
持
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
い
た
島
田
巡

査
は
、

同
じ
南
甲
府
警
察
署
管
内
の
竜

王
派
出
所
へ

異
動
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
西
条
駐
在
所
を
大
久

保
巡
査
と
清
水
巡
査
の
二
人
で
、
押
原

区
民
が
安
代
で
公
園
を
清
掃

〈
清
水
新
居
沢
一

清水巡査

清
水
新
居
区
で
は
、
毎
週
日
曜
日
の

早
朝
、
区
の
み
な
さ
ん
が
受
代
で
沖
田

公
園
の
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
公
園
は
、
清
水
新
居
沖
田
土
地

区
画
整
理
事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
公

園
で
、
昨
年
の
九
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

緊
急
性
・
事
件
性
が
あ
る
も
の
な
ど

は
一

一
O
番
通
報
し
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
被
害
な
ど
の
届
出
や
相
談
な
ど
は
、

町
内
の
管
轄
駐
在
所
で
行
う
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
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A優勝した少女バレー五年生のみなさん

主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

サ

ッ
カ
ー

少
女
パ
レ

l
五
年
生
の
部

少
女
パ
レ
!
六
年
生
の
部

空
手

一
・
二
年
型
の
部

空

手

三

・
四
年
型
の
部

位



交
通
安
全
の
標
語

西
条
ニ
区
育
成
会

西
条
二
区
で
は
昨
年
来
、
育
成
会
の

組
織
づ
く
り
の
た
め
に
、
区
長
を
は
じ

め
各
種
団
体
の
役
員
と
と
も
に
学
習
会

を
開
催
し
、
準
備
会
、
評
議
員
会
な
ど

の
会
合
を
重
ね
、
会
則
・
組
織
・
事
業

計
画
・
予
算
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

今
年
に
入
り
、
河
西
忠
則
会
長
の
も

，ぬ
灘
甥

ペ

hv
西
条
ニ
区
の
五
カ
所
に
立
て
ら
れ
た
看
板

誕
生

河
西
忠
則
会
長

企交通事故防止を願い作業が行われました

と
、
育
成
会
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
交

通
安
全
の
標
語
を
西
条
二
区
の
子
ど
も

た
ち
か
ら
募
集
し
、
そ
の
中
か
ら
五
つ

の
標
語
を
選
ぴ
、
地
区
に
交
通
安
全
の

看
板
と
し
て
掲
げ
、
子
ど
も
も
大
人
も
地

区
全
体
で
交
通
安
全
の
意
識
の
高
揚
を

図
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、
西
条
二
区
は
、

昭
和
バ
イ
パ
ス
に
よ
り
地
区
が
南
北
に

二
分
さ
れ
、
ま
た
国
母
駅
付
近
に
ま
で

新
し
い
住
宅
は
増
加
し
、
西
条
小
学
校

の
児
童
の
過
半
数
を
占
め
る
と
い
う
最

も
伸
展
し
た
地
区
で
す
。
こ
う
し
た
地

域
の
子
ど
も
や
青
少
年
を
、
交
通
事
故

か
ら
守
る
こ
と
も
地
域
の
大
人
の
責
務

で
あ
る
と
考
え
、
育
成
会
で
こ
の
よ
う

な
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

「学
校
と
家
庭
と
地
域
と
の
連
携
と
い

う
こ
と
は
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

若
者
の
ス
ピ

ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
よ
る

自
動
車
事
故
も
多
発
し
て
い
る
今
日
、

育
成
会
と
し
て
も
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
に
、
小
さ
い
時
か
ら
交
通
事
故
の
恐

ろ
し
き
を
教
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
交
通
事
故
防
止
の
看
板

が
少
し
で
も
役
立
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と

河
西
会
長
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

君ー わ 良 曲
飛と 絶人 必た わく 車が

ぴぼ 対乗
ず見 時る

た見 はり
出く 西条なし り るよ そか

条西 せば 西条 よう
西 な う 押こど

小し、 条あ 原に

ノl、遊もフ 六 よ 小右 小ぶ 中 か
/、 年い 五左 五な
年 子 年 年い 年れ

f父よ 佐ど 赤 て
嶋な 野 も 藤 秋{言 鈴る

範香津 い 子美和 健本太
山号 木

史申
穂
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有価韓国聴の

報告3a
押原中学校

a りがとう
ごずじました

去
る
八
月
二
十
三
日
に
行
い
ま
し
た

有
価
物
回
収
の
際
に
は
、
町
民
の
皆
さ

ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

お
陰
様
で
、
貴
重
な
労
働
体
験
を
す

る
と
と
も
に
、
大
量
の
有
価
物
を
回
収

す
る
こ
と
が
出
来
、
収
益
金
も
次
の
と

お
り
の
額
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
収
益
金
は
生
徒
に
直
接
還
元

で
き
る
よ
う
な
諸
活
動
費
・
生
徒
会
行

事
の
た
め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

目
見
館
日
ω
只
@
窃
巴
自
由

緊
急
街
頭
交
通
指
導
所
を
開
設

昨
年
は
一
件
だ
け
だ
っ
た
町
内
で
の

交
通
死
亡
事
故
。
し
か
し
、
今
年
に
入

り
五
月
か
ら
七
月
の
聞
に
四
件
発
生
し
、

五
人
の
方
々
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
増
え
続
け
る
交
通
死
亡
事
故
を

抑
止
す
る
た
め
、
南
甲
府
警
察
署
・
町
・

安
協
昭
和
支
部
・
交
通
安
全
母
の
会
が

中
心
と
な
っ
て
、
昭
和
バ
イ
パ
ス
に
緊

急
の
街
頭
交
通
指
導
所
を
開
設
。
道
ゆ

く
ド
ラ
イ
バ

ー
に
事
故
防
止
と
安
全
運

転
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

企 8月19日、中央道立体交差点にて

-
収
入

紙
類
・
布
類

ビ
ン
類

K

I

L

l

 

メ
仁
-
一
一
一
ロ

・
支
出

運
搬
車
謝
礼
・
生
徒
父
母
飲
物
代

一
六
回
、
九
四
八
円

・
差
引
き
収
入
合
計六

一
一
一
、

四
九

O
、
四
二

O
円

二
九
五
、
六
六
三
円

七
八
六
、

O
八
三
一
円

一
三
五
円

高
齢
者
の
事
故
防
止
に

中
巨
摩
ブ

ロ
ッ
ク
の
婦
人
交
通
指
導

員
さ
ん
が
、
老
人
大
学
の
折
、
寸
劇
で

交
通
事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

企夜道に便利な反射材も配られました

⑤広報しようわ 平成4.10.1



〉
国民健康保険では、会社などの

健康保険に加入している人以外の

人を対象に、医療の給付と健康づ

くりを行っています。

〈10月は国民健康保険強調月間です「一地区労働衛生相談医制度一「
」モデル事業のお知らせ」

事業所の労働衛生、健康管理などについて、

ご気軽にご相談ください。費用は無料です。

9月 1日現在、昭和町ではし76

9世帯・ 4，129人の方が加入して

います。

こ
の
機
会
に
あ
な
た
も
チ
ェ

厄年
一万人検診

人間ドック
国民健康保険

加入者

-
申
込
期
間

十
月
二
十
六
日
l

十
一
月
十
日
ま
で

({疋
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

・
検
診
日
十
一
月
十
七
・
十
八
・
十

九
・

二
十
・

二
十
五
日

(
右
記
の
希
望
日
に
受
診
で
き
ま
す
)

.
自
己
負
担
金
五
千
円

(
申
込
み
と
同
時
に
納
入
)

町
で
二
万
五
千
九
百
円
負
担
し
ま
す
。

月 日 相談産業医

10月8日 秋山医院 fi82-2017 

15日 赤岡整形外科医院 宮 73-1231

22日 河住医院 fi84-2397 

29日 林野医院 fi76-2816 

11月5日 大芝医院 fi85-0125 

12日 木之瀬医院 fi73-2216 

19日 高原病院 fi82-1455 

26日 西野内科医院 合 73-6656

12月3日 小池医院 告 82-0304

10日 竜王外科温泉病院

17日 笹本病院 fi82-4114 

※時間は午後 1時から 4時までです。相談は、

事前に各施設に連絡をしてください。

中巨摩郡医師会・甲府労働基準局監督署

‘ソ
ク

O
厄
年
一
万
人
検
診

対

象

四

十

二
歳
・
五
十
二
歳
・

六
十
二
歳
の
方

定

員

九

十

名

。
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

対
象
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
三
十
五
歳
以
上
の
方

員

五

十

名

r-'-. 

疋乙

-
持
参
す
る
も
の
(
申
込
み
時
)

印
鑑
・
負
担
金

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

-
受
診
機
関
甲
府
市
飯
田
二一
丁
目

山
梨
県
厚
生
連
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

・
申
込
み

厄
年
検
診
総
合
会
館
・
健
康
福
祉
課

国
保
加
入
者
町
民
窓
口
課
・
国
保
係

ま
で
(
岱
万

|
2
1
1
1
)

智内
ω掴
鵠
沼
固

み
な
さ
ん
が
日
ご
ろ
、
国
・
県
・
町

の
業
務
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
こ
と
や
、

意
見
・
要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
、
町
の
行
政
相
談
委
員
の
有

泉
淳
夫
さ
ん
か
、
山
梨
行
政
監
察
事
務

所
(
包
臼

|
1
1
0
0
)
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

一
丁
交
官
炎

ノィ
1
司

μ
4庁
1
--=ロ

相

談

員

第

一
・
第
三
水
曜
日

午
後

一
時
か
ら

中
央
公
民
館
・

二
階

有
泉
淳
夫
さ
ん

人生を豊かじ生きるためじ
文化祭 公氏館まつり 丈化講演会
場昏毎春毎春侵食傷奈々欝毎食傷誉毎春場奈毎食毎食句会場験場春場奈々泰安泰毎食傷雪辱春場事F

老人看護教室のおさそい
痴呆老人を介護していらっしゃる方

この教室に参加してみませんか?

①日時・内容・講師 11月1日(日)・2日目)-3日ekl-4日(ボ

町総合会館・中央公民館

。短歌・川柳・俳句 ・写真・絵画・書道

日

所

催大開

穴場

定~
力て化食文

盆栽などの展示発表

0囲碁・将棋大会・ダンスパーティーの夕べ

詩吟の夕べ

館

まつ り

民公

月日 時間 内 百げ罰 講師

10/16(:翁 痴呆の理解・話し合い
精神神経科医師

保健所保健婦

後午
老人の貧事

保健所栄養士

10/23(錨

4 
社会福祉制度の活用

福祉事務所

時
保健所保健婦

10/30(劃
看護の基本・介護の工夫 オリーブの会

介護の実際についての話し合い 保健所保健婦
0七宝焼・版画・手工芸・華道・茶道などの

体験コーナ-

O舞踊・民謡・大正琴・コーラスなどの

芸能発表

O講師

青空一夜(漫才師 ・日本漫才協団理事長)

テーマ[人ふれあい芸の道}

大文化講演会

オ時~11持30分は介護者(教室出席者)の健康相談 ・ 血圧測定を行いま
す。

② 場所甲府保健所(遊亀公園前)

③対象者痴呆性老人の介護者

④受講料無料

⑤申込み 甲府保健所(冨37-1381)保健指導課まだは

お問合せ役場健康福祉課(雷75-2111)まで

※お年寄りは、保健婦・ボランティ戸がお世話しますので、

お連れください。 回和町教育委員会(宮75-3737)まで

⑥ 平成4.10.1広報しようわ

カお問合せ
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下水道
下水畠⑭宙局油

e
A
 
⑦ 

..<<.!!.. 0 .. .. .凶.‘可10 ¥ll. 

ーズ

ら 施 運 た 払 量 使 句切崎町 ま -Eけ
れ設転使みつに用公閉併設問臥 す 7Cて窒
まの、用なて応し共 閉Qt:laQt:lQ 0 ~ 年
す維下料さいじは下 時啄幡町 宋 シ四
。持水はまたてじ水樹齢日 溢1)月
日、かだ 「内 向場動向 用 |の
理 路 ポ ら き下る M ズ下
費のンおま水と完 句協均 伊 七水
用清プ支す道、成 町叫酔私財 に回道
の掃場払。使流し 閉~l1S恥ぬ っ 目使
ー やや い 用し、町町~t:'Ja いの用
部補処い 料た下 向唱斡均 て舎 開
に修理た 」汚水 町福恥ぬ 説回始
あな場だ を水道 内鴨署恥内 明は に
てどのい 支のを型地地位向 し、 向

使用水量の決め方

下水道使用水量は、原則的には水道使用水量

に基づいて決めますが、井戸などの地下水を使

用している場合もあるため、表のようになる見

込みです。

孟五?と5.lIJ 一 般汚水 営業用汚水

水道水のみ 水道使用水量 水道使用水量

地下水のみ |人 lヵ月00m3 圭ロ'刃し、 メ号ζ
令
L 

水道水・地下水
|人 |ヵ月 00m3

壬ロ'刃し、 午メ主炉二
、

の{井用

会
の
議
決
を
経
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

料
金
体
系
と
し
て
は
、

水
道
料
金
と

同
じ
よ
う
に
累
進
使
用
料
制
に
よ
り
、

使
用
水
量
に
応
じ
た
料
金
と
な
り
ま
す
。

用途区介 下水使用水量 |ヶ月あたり

10附まで 基本使用料000円

10附越えOOm'まで |附につき 00円

一般用 OOm'越えOOm'まで 1 m'につき 00円

OOm'越えOOm'まで 1 rげにつき 00円

OOm'越えるもの 1 m'につき 00円

臨時用 1 rげにつき 00円
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はっびいたいむ
今
月
は
、
英
語
指
導
助
手
と
し
て
、

九
月
か
ら
押
原
中
学
校
の
教
壇
に
立
ち
、

生
徒
に
生
き
た
英
語
を
教
え
て
い
る
、

ジ
ョ
ン
・
マ
ク
ラ
l
レ
ン
・
ハ
ー
ト
先

生
を
紹
介
し
ま
す
。

「
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
台
風
が
な
い
の
で
、

先
日
の
台
風
で
大
雨
の
時
は
、
ス
ー
パ

ー
か
ら
自
転
車
で
帰
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
」
と
笑
い
な
が
ら
話
し
て

く
れ
る
ジ
ョ
ン
先
生
。
先
生
は
、
イ
ギ

冒

-B・
リ
ス
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
エ
ジ
ン
パ

ιaa
一
フ
の
出
身
で
、
現
在
二
十
五
歳
で
す

0

・-
b回国
イ
ギ
リ
ス
の
リ

l
ズ
大
学
の
東
ア
ジ
ア

、
州
国

学
科
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
日
本
に
や
っ

du-
て
来
ま
し
た
。
大
学
で
の
専
攻
は
、
日

予
4
F
圃

本
語
と
中
国
語
で
し
た
。

.M・

現
在
は
、
河
西
区
大
林
の
ア
パ
ー
ト

'"1圃
に
お
住
ま
い
で
、
毎
日
自
転
車
で
学
校

'
・
圃

へ
通
っ
て
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
に
比
べ

，‘F
V
F

る
と
日
本
の
道
路
は
狭
い
そ
う
で
、
ま

・'
Z
だ
道
に
な
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
気
を
つ

-

け
て
通
勤
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

圃

食
事
は
自
炊
で
す
が
、
ま
だ
日
本
食

は
う
ま
く
つ
く
れ
ず
中
華
料
理
が
中
心

に
な
っ
て
い
ま
す
。
好
き
な
食
べ
物
は
、

か
つ
井
・
ラ
ー
メ
ン
で
、
き
ら
い
な
食

べ
物
は
、
納
豆
・
塩
辛
だ
そ
う
で
す
。

授
業
で
は
、
生
徒
に
英
会
話
を
中
心

に
英
語
を
教
え
て
い
ま
す
。
「
英
語
だ
け

で
な
く
、
日
本
文
化
と
比
較
し
た
イ
ギ

リ
ス
文
化
や
ア
メ
リ
カ
文
化
と
の
違
い

な
ど
を
生
徒
に
教
え
て
あ
げ
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ク
ラ
ブ
活
動
で

は
、
月
・
水
・
金
曜
日
は
英
会
話
ク
ラ

ブ
で
、
火
・
木
曜
日
は
サ
ッ
カ
ー
部
で

生
徒
た
ち
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ジ
ョ
ン
先
生
は
、
生
徒
た
ち
の
印
象
を

「校
舎
内
や
運
動
場
な
ど
を
歩
い
て
い

る
と
、
『
ハ

ロ
l
』
な
ど
と
気
軽
に
声
を

か
け
て
く
れ
た
り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を

教
え
て
く
れ
た
り
と
て
も
親
切
で
す
。

で
も
、
全
体
的
に
は
ち
ょ
っ
と
お
と
な

し
い
気
が
し
ま
す
。L
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。帰

国
後
は
、
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
の
か

け
橋
と
な
れ
る
よ
う
、
外
務
官
か
商
社

マ
ン
に
な
り
た
い
そ
う
で
す
。

企日本語をとても上手に話すジョン先生

-材料 (8人分)

フリームチース:250g グラニュー糖80g

ゼラチン 8g (40ccの水) 生クリーム200cc

レモン汁30cc コニャツク10cc

-作り方

⑦チーズ、砂糖を湯せんしてうらごしします。

②再び湯せんして、ゼラチンを入れて溶かします。

③氷水で冷やしながら、レモン、コニャツクを入れとろみを

つけます。

④生クリームを8分立てにしたものと、混ぜ合わせ型!こ入れ

ます。

簡
単
な
手
づ
く
り

レ
ア
チ

i
ズ
ケ
l
キ

田

一

一

新

一

一

酪
一
言
一

川一一一

さ一と一

子

一つ一

川
美

一よ
一

川

吉

川

豆

恥
島
二

養

「

L

栄
福

|

ジャムを乗せたり、季節の果物が入

ると一層おいしく百し上がれます。

子どものおやつにもどうぞ。

仁二二コ

こ
う
ほ
う
短
歌
三

投
稿
の
封
書
ポ
ス
ト
に
落
し
た
る

音
た
し
か
め
て
歩
を
返
し
く
る

亡
夫
よ
り
継
ぎ
し
畑
作
吾
が
生
へ
の

え
え
と
な
っ
て
今
日
も
暮
れ
た
る

滝
の
下
小
暗
く
緋
鯉
遊
ば
せ
て

新
旧
館
の
狭
き
空
間

ひ
よ
こ
が
ね

=
一
オ
と
五
オ
の
唄
い
出
す

え
の
日
の
感
謝
状
床
に
か
ぎ
り
て

童
心
に
か
え
り
声
出
し
投
げ
る
石

本
柄
の
湖
に
老
の
血
た
ぎ
る

遠
目
に
も
山
法
師
の
花
台
台
と

研
修
パ
ス
は
山
間
を
行
く

墓
参
り
え
は
成
れ
待
つ
九
十
五
オ

ゲ

l
ト
ボ

l
ル
に
励
み
居
る
由

わ
が
さ
と
は
甲
府
盆
地
の
ロ
ハ
・
中
に

富
士
を
な
が
め
て
古
希
を
す
ぎ
た
り

枝
豆
を
は
げ
み
て
む
し
り
手
の
あ
れ
て

熱
号
、
湯
呑
を
持
つ
に
も
痛
し

町
か
ら
の
無
料
湯
の
券
贈
ら
れ
て

年
令
の
詮
し
を
改
め
て
知
る

水
争
い
し
た
る
時
ょ
っ
四
、
五
日
を

糸
口
と
な
り
て
摘
来
続
け
る

熱
帯
夜
花
火
鮮
や
か
夜
、
空
に
速
く

水
ま
く
手
止
め
眺
め
ぬ

刈
り
し
芝
青
き
香
り
の
中
に
し
て

具

・裸
の
子
手
水
と
遊
べ
る

建
立
の
墓
碑
に
経
読
む
吾
子
の
声

亡
夫
に
届
く
か
と
伏
し
て
開
き
お
り

る
り
色
の
伊
奈
ヶ
湖
す
ぎ
て
登
り
行
く

札
晴
ム
ロ
に
鐘
を
つ
く
な
り

灼
熱
の
陽
射
し
恐
れ
ぬ
老
ら
に
は

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
生
き
る
幸
せ

七
年
を
待
ち
待
ち
て
咲
き
し
な
‘
牡
丹

一
夜
の
雨
に
無
残
に
散
り
ぬ

磯
部

イヂー

藤
井
上
み
よ
子

〆λ、γ 

津
iiif 
田

輿
石
さ
だ
代

桑
原

士

村
鷹
野
き
く
代

高

野
内
藤
ふ
く
次

保
ま反

松
岡

山
下
美
津
子

山

本

-中
沢

渡
辺

信
与

⑧ 平成4.10.1

良

トエ

広報しようわ

玉

枝
好
子

丑
Fふ「・

3司

久
雄

久
杖

順
子

満
子

秀
子

静
代

秀
子
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そえみ

井口素笑ちゃん
・H4.1.20生れ(飯膿)
・(父)穀人・(白)加保理

日
山

J

ん

新
莫

や

条

)

ち

西

田

山
里

川
(

ぷ
美

也
郷

島

日
川

塩

止は
•• 

お出かけとお害様ガ大姉きで、二コ二

コとお愛想がとてもよい素笑です。 、い

い顔は?"と言うと、とびっきりの笑顔

をみせてみんなを笑わせてくれます。

髪ガ短いせいか、いつも男の子に間違

えられてしまう美里です。我ガ家の4番

目の子供で、期待どおりの女の子です。

すくすくと育っていってくださいね。

伊藤駿くん
・H4.1.13生れ(J二河東二区)

・ (父)直樹 ・(白)亜紀

女 もし、やけどに

なったら!
山梨医科大学医学部附属病院

救急部講師田中行夫

医lE官 |メl
私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の

よ
う
な
急
病
に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん

し
、
思
い
が
け
な
い
事
故
に
出
会
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
時
、
救
命
救

急
の
知
識
や
技
術
を
知
っ
て
い
る
の
と

い
な
い
と
で
は
、
病
気
や
け
が
人
の
生

命
や
、
け
が
の
経
過
に
大
き
な
差
が
生

じ
て
き
ま
す
。
今
回
は
、
様
々
な
病
気

や
け
が
の
う
ち
か
ら
や
け
ど
(
熱
傷
)

を
取
り
上
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

や
け
ど
は
、
マ
ッ
チ
や
ス
ト
ー
ブ、

お
湯
な
ど
に
よ
る
小
範
囲
の
も
の
か
ら
、

労
働
災
害
、
火
災
あ
る
い
は
子
供
が
熱

湯
風
呂
に
転
落
し
て
生
じ
る
広
範
囲
な

も
の
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
原
因
に
よ

っ
て

起
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
小
さ
い
や

け
ど
な
ら
ば
ま
ず
水
道
水
で
や
け
ど
を

し
た
部
分
(
熱
傷
部
位
)
を
冷
や
し
ま

す
。
や
け
ど
を
受
け
た
部
位
の
、
痛
み

や
熱
さ
を
感
じ
な
く
な
る
ま
で
充
分
水

で
冷
や
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
衣
服
に

覆
わ
れ
た
部
分
を
や
け
ど
し
た
時
に
は
、

着
せ
た
ま
ま
で
水
を
か
け
て
下
さ
い
。

水
を
か
け
な
が
ら
注
意
し
て
衣
服
を
脱

が
せ
ま
す
。
や
け
ど
し
た
部
分
に
つ
い

て
い
る
衣
類
を
無
理
に
脱
が
す
と
、
皮

膚
組
織
を
傷
め
る
こ
と
に
な
る

の
で
脱

が
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
も
し
冷
や
し

て
い
る
時
、
体
の
震
え
が
起

っ
た
と
き

は
冷
や
す
の
を
や
め
て
下
さ
い

。
冷
や

し
た
後
は
、
熱
傷
創
部
を
清
潔
な
ガ
ー

ゼ
、
布
な
ど
で
軽
く
覆
っ
て
下
さ
い
。

ガ
ー
ゼ
や
包
帯
を
き
っ
ち
り
巻
い
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
も
し
水
膨
れ
(
水
抱
)

が
で
き
て
い
る
時
は
、
で
き
る
だ
け
つ

ぶ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
医
療
機
関
を
受

診
し
て
下
さ
い
。
次
に
や
け
ど
が
広
い

範
囲
に
及
ぶ
時
は
、
ま
ず
や
け
ど

の
広

さ
と
深
さ
を
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
や
け
ど
が
広
範
囲
で
深
い
場
合
は

重
症
で
す
。
や
け
ど
の
広
さ
は
、
や
け

ど
を
し
た
人
の
手
の
ひ
ら
の
面
積
を

一

%
と
し
て
計
算
し
ま
す
。
患
部
に
手
の

ひ
ら
を
触
れ
な
い
よ
う
に
あ
て
て
、
広

さ
を
判
断
し
ま
す
。
成
人
の
場
合
、
や

け
ど
の
面
積
が
二

O
%
以
上
(
手
の
ひ

一
平
成
四
年
八
月

一
日
j
三
十
一
日

て
ま

で

の

届

出

(

敏

称

略

)

一

大

お
誕
生

-
①
西
条
一
区

一
①
西
条
ニ
区

ら
で
数
え
て
二

O
以
上
)
、

子
供
や
老
人

で
は

一
O
%
以
上
に
な
る
と
重
症
で
す
。

一
刻
も
早
く
救
急
車
を
呼
ん
で
下
さ
い
。

や
け
ど
の
深
さ
は
、
皮
膚
が
赤
く
な
る

I
度
、
水
ぶ
く
れ
(
水
宿
)

を
つ
く
る

日
度、

皮
膚
が
蒼
白
で
痛
み
を
感
じ
な

い
四
度
ま
で
あ
り
ま
す
。
も
し
日
度
以

上
の
や
け
ど
で
あ
れ
ば
、
小
さ
く
て
も

医
療
機
関
で
子
当
を
受
け
て
下
さ
い

。

や
け
ど
し
た
部
分
に
味
噌
、
ア

ロ
エ

、

チ
ン

ク
油
な
ど
は
絶
対
に
塗
ら
な

い
で

下
さ
い

。
化
膿
し
た
り
傷
跡
が
残

っ
て

し
ま
い
ま
す。

そ
の
他
、
化
学
薬
品
で

や
け
ど
を
負
っ
た
場
合
も
原
則
的
に
は

水
で
流
し
ま
す
か
、
生
石
灰
や
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
を
か

ぶ
っ
た
時
に
は
、
水
で
洗

う
と
熱
を
発
す
る
た
め
、
紛
末
を
落
と

し
て
か
ら
医
療
機
関
で
子
当
を
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

や
け
ど
の
手
当
の
原
則
は
、
か
早
く
冷

や
し
て
病
院
へ
!
素
人
治
療
は
禁
物
。

で
す
。

"'-」ι

画

財
団
法
人

里
仁
会

マ
牛
山
実
咲
(
幹
彦
)
①
押
越

マ

一

山
田
祥
世
(
洋
一
)
①
河
東
中
島

一

マ
向
田
裕
貴
(
信
一
)
①
紙
漉
阿
原

一

マ
堀
口
裕
太
(
徳
也
)
①
築
地
新
居

一

マ
三
森
美
優
(
賢

二

マ

三

井
孝
太

一

(
孝
)
①
上
河
東
ニ
区

マ
森
津
美
友

一

(信
二
)
マ
佐
野
聡
宏
(
久
)

マ
秋
山

-

隼

(保
宏
)

三た

(
)
内
は
保
護
者

マ
清
水
結
愛
(
良
浩
)

マ
小
笠
原
実
久
(
二

平成4.10. I 広報 しようわ⑨ 
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初
心
者
を
対
象
と
し
た
き
わ
や
か
ふ

れ
あ
い
コ
ン
ペ
と
、
高
年
齢
者
を
対
象

と
し
た
シ
ニ
ア
ふ
れ
あ
い
コ
ン
ペ
を
合

同
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

。
日

時

十

一
月
五
日
(
木
)

O
会

場

グ

リ

ー

ン

・

パ

レ

イ

O
競
技
方
法
個
人
戦
の
み

新
ペ
リ
ア
方
式

べ

い
フ
シ

あ
ル
コ

れコ
ふ

。

対

象

き

わ

や

か

ハ

ン

デ

ω以
上
の
方

シ

ニ

ア

五

十

五

歳

以

上

の

方

女
性
は
五
十
歳
以
上
の
方

O
参
加
料

三
千
五
百
円

(
プ
レ
l
代
は
個
人
負
担
)

*
成
績
は
別
々
に
な
り
ま
す
が
、

二
人

づ
っ

一
緒
の
組
で
プ
レ
ー
し
ま
す
。

O
申
込
み
方
法
各
地
区
の
ゴ
ル
フ
部

役
員
さ
ん
に
、
参
加
料
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

O
申
込
み
締
切
り
十
月
九
日
(
金
)

O
問

合

せ

先

教

育

委

員

会

内

体

育

協
会
事
務
局
(
包
万

3
7
3
7
)
ま
で

労
働
保
険
と
は
、
失
業
者
の
生
活
の

安
定
と
再
就
職
の
た
め
の
雇
用
保
険
、

業
務
上
ま
た
は
、
通
勤
途
上
の
災
害
保

障
を
行
う
労
災
保
険
を
あ
わ
せ
た
保
険

で
す
。
労
働
者
を

一
人
で
も
雇
用
し
て

い
る
事
業
主
は
、
法
人
、
個
人
い
ず
れ

で
あ
っ
て
も
労
働
保
険
へ
の
加
入
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
加
入

さ
れ
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
す
ぐ

に
加
入
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

労
働
保
険
の
加
入
は

お
す
み
で
す
か
?

パ
ー
ト
で
働
く
方
も

雇
用
保
険
に
加
入
で
き
ま
す

次
の
三

つ
の
条
件
が
必
要
な
り
ま
す
。

①
一
週
間
の
労
働
時
間
が
二
十
二
時
間

以
上
で
あ
る
こ
と
。

②

一
年
以
上
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
。

③
年
収
が
最
低
九
十
万
円
以
上
見
込
ま

れ
る
こ
と
。

詳
し
く
は
、
ハ

ロ
l
ワ
l
ク
甲
府
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

甲
府
公
共
職
業
安
定
所

雇
用
保
険
適
用
課
企
ロ
ー
6
0
6
0

今
年
の
四
月
に
は
、
六
十
五
歳
以
上

の
方
の
温
泉
入
浴
料
が
無
料
に
な
り
ま

し
た
が
、
こ
の
九
月
か
ら
は
、
母
子
・

父
子

・
寡
婦
・
身
体
障
害
者
の
方
々
の

温
泉
入
浴
料
も
無
料
に
な
り
ま
し
た
。

無
料
で
入
浴
す
る
た
め
に
は
、

「温
泉

利
用
証
明
書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
証
明
書
は
、
総
合
会
館
の
窓
口
で

お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
直
接
窓

口
に
来
ら
れ
な
い
方
に
は
、
郵
送
で
証

明
書
を
お
送
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

の
で
、
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
健
康

福
祉
課
ま
で
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
温
泉
の
利
用
時
間
が
十
月
か

ら
冬
時
間
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

'
町
の
温
泉
が
母
子
父
子
寡
婦

仰
mw

身
体
障
害
者
の
方
ら
無
料
に

. ※ 圃 ・・
おをを日 夜 日月

(問ご取曜午水間にそ正第曜午曜
雪合利り日後・ なの午 二 日前日
7 せ用扱と五土 り他か、 十 1
5 く い 夜 時 曜 まのら四 時土
|役 だ ま 間 i 日 す日午日 l曜
2 場させに午の 。躍後曜 午日
1 健いんつ後み 日八日 後
1 康。のい八 ・時の 三
1福でて時 祝 ま み 時
)祉、はま 日 で ま
ま E果回、で は で
で数現 休

券金 み

000  0 0 0  0 0 ま
お 募 持 ( 講 定 場 日 内し 国
申 集 ち 英 師 員 所 時容よ際
込期物国 う化

aみ間 出 サ 成昭午会十十初。朴
ブは 筆 身 ム 人 和 後 宮 一 月級 L 会

十記山タの町七宗月二英 E の
l昭月用二 一 方中時ノl、五十会 T b.
和 十 具 梨 l〈 央 二 曜・二話 S

Y ト 一日十 サ

ゥ町二 M 二十公十)一 英

j教日 戸乙五民分 了二 T 会
7 育 l X三名館 i 十十 R 話
) 委土勤ん 九九九 Y を
ま員ハ致 時日日!学
で会日 忽 ぴ

-WU受
講
者
募
集

初

@
a
jj
;〉
:
:
一

英
会
話
教
室
;

j
iぃ

'-一一一

特
養
老
人
ホ
ー
ム

昭
寿
経

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
昭
寿
荘
で

は
、
痴
呆
棟
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
、
デ

ィ
サ
ー
ビ
ス
の
増
床
に
よ
り
、
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

O
採
用
人
員

寮

母

(

夫

)

若

干

名

介
助
員
兼
運
転
手
(
男
)

1

名

調
理
員
(
男

)

1

名

看
護
婦

1
名

O
採
用
予
定
日
平
成
五
年
四
月

一
日

O
給

与

地

方

公

務

員

に

準

ず

る

O
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
は
昭
寿
荘

(
8
7
5
1
5
5
5
1
)
ま
で
お
願

い
し
ま
す

職

員
一
募
一
集

E ZTTb 
「気をつけて」

朝の一言 忘れずに

==8月分--

件数 |負傷 |死者|
物損38件 |市 1 I 円 A

(:I: 0) I ~~/' I ~ / ， 

Tr|(ー 11)1(-2) 

( )内は、前月比一一 、

(西条・押原駐在的調べ)

町出
自
眉
A
V
島
⑫
お
悶

ω

い
つ
も
郵
便
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま

し
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
近
、

「普
通
郵
便
物
の
中
へ
現
金
を

入
れ
て
送
っ
た
が
、
相
手
が
受
け
取
っ

た
か
ど
う
か
調
査
し
て
欲
し
い

」
と
の

依
頼
が
郵
便
局
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

郵
便
法
十
九
条
で
現
金
を
普
通
郵
便

物
で
送
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま

す。

し
た
が
い
ま
し
て
、
万

一
事
故
が

発
生
し
ま
し
て
も
保
証
の
対
象
と
は
な

り
ま
せ
ん
。
送
金
な
さ
る
時
は
、
必
ず

現
金
書
留
郵
便
ま
た
は
為
替
な
ど
ご
利

用

く

だ

さ

い

。

田

富

郵

便

局

国保ミこだより
町が医療機関などに支払った

7月分の医療費は、約2，911万3千

円です。(前年同月比16.8%の滅)

病気の予防は、早

π河 期発見、早期治療

~~á1a が大切です。むや

也 宣 伝ヨ みな転医はつつし

E-:ク丸列「 み、医療費を大切

に使いま しょう。

広報しようわ 平成4.10.1 ⑩ 



保健 衛 生 だ よ り
「

手し 児 (建 康 差合
ロジ 査

実施日 交付時間及ぴ地区 三目久台 、三lヨF ノI回し 場所

午後7時00分------1時30分
平成 3年 9月

(西条地区)

10月(月12)日 午後4時30分------2時00分
出生児

メ口入

(押原地区) メZエL 

午後2時00分------2時30分
平成 3年12月

(常京地区)
出生児 舘

実施日 '支付時間及ぴ地区 該当児 場所

10月(火?3)日

午後T時00分------1時30分
平成 4年 3月

(西条地区)

午後T時30分------2時00分
出生児

(押原地区)

午後2時00分------2時30分
平成 4年 6月

(常永地区)
出生児

西条一区西条二区清水新居西条新田

押越河東中島紙漉阿原

立11'j公Q、

ρ口、

三ヱLエ

自官

築地新 居 飯 喰 河 西 上 河 東 上 河東二区

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル

3 穫混合予防接種

日 時 10月26日(月)午後4時------2時

場 所総合会館

該当児

砂 I期…平成2年3月1日~平成2年8月31日までの出生児。

砂II期… I期3回を完了して1年から 1年6か月以内の人。

修平成元年 9月 l日~平成元年 2月28日までの出生児で未接

種の人。

持ち物母子手帳 ・問診票

〈注意事頂〉

O体温がはかつてないと接種できませんので、必ず体温をは

かつておいてくださ1，， ¥0

O問診票の記入もれ等がないようにしてください。

O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのよう怠人は接種できません〉

①発熱している人、または著しい栄養障害の人。

② 心臓、血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている人。

③はしか(MMR)、BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1

か月以内の人。

④ 1年以内にけし、れん、ひきつけを起こした人。

由子手帳受付及と井一般健康相談日

日時 10月6日(火)・ 16日(金)・26日(月)

午前9時------11時30分
場 所総合会館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は必要ありません。

※一般健康相談は、 40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い、健康についての相談にお答えしてい

ますので、お気軽にお出かけください。

O 広報しようわ 平成4.10.1

T歳 6か月児健康診査

実施日 10月23日(金)

受付時間午後?時------1時30分
場 所総合会館

該当児平成 3年 2月 1日~平成 3年 3月31日ま での出生

児。及ぴ前回未受診児。

持ち物 母子手帳・ l歳 6か月児健診質問票

乳児整形外科横診

実施日 10月28日(水)

受付時間午後T時------1時30分
場 所総 合会 館

該当児 平成 4年 6月 1日一平成 4年 7月31日までの出生

l日
JL..。

持ち物 母子手帳

2 歳児歯科検診

実施日 10月22日(木)

受付時間午後T時------1時30分
場 所 総合 会館

該当児 平成2年6月l日~平成2年9月30日までの出生児。

持ち物 母子手帳・歯についての質問票・毎日使っている

コップと歯ブラシ

飼えなくなつだ犬・猫の収集日

日時 10月6日(火)・ 16日(金)

午前10時50分------10時55分
場 所総合会館前

※収集車がくるまでは飼主もい っしょにいてくださし、。また、

猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっか

り封をしてください。

2・~-~m田K.

昭和町では、福祉のまちづくり事業の一環として、

老人・身障者・白子・父子及び寡婦のみなさんを対象

に、福祉運動会を行います。大勢の方の参加をお待ち

しています。

砂日時 10月4日(日)

午前9時から午後?時まで 、I 、〆・0

砂場所押原小学校々庭 、、、川献ち(¥
砂お問合せ ー主~~rψふι町'rrf~
役場健康福祉課 J¥ネリ 勺7{l' ¥ 1'¥¥' ，.. 

(~75-2111) まで。

.~、
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水 Wednesday日 Sunday i月

お帰りメロディーの
放送時聞が午後 5時に

メ~ Tuesday Monday 

役場閉庁

法の日

今月から、お帰りメロディーの放送時聞が、これ

までの午後6時から午後5時に変更になります。

なお、来月から2月までは午後4時の放送時間

となります。

8 ~ 
|木の日 寒露

母子子帳交付及び 11J政相談(中央公民

一般健康相談日(総 |館 午 後 l時-)

合全館 心配ごと相談(総合

飼えな くなった犬・ |会館午後 i時-)

描の以集日 い)ハビリ教室(総合

会館)

5 ~ 10室9強7雪
国立公l割制定日

6議4室
ー体育の日国際協力の日者1¥市景観の日

ふるさとふれあい
祭り (2・:3P参照)

総合会館

温泉定休日

子どもアニメ 映画

会(町立図書館)

役場開庁

↑7雪

図書館休館日総合会館

温泉定休日
福祉運動会(押原小

校庭)

16室
世界食糧デー

15強14 ~ 13~ 12議
山
川週点一=nH

口
M
M

ふ
糸
川
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母子干 l限交付及び |役場閉庁

一般健康相談日(総 |結婚相談(総合会館

合会館午後 1- :3時)

飼えな くなった犬 4

描の収集日

鉄道記念日

心配ごと相談(総合

会館午後 l時-)

ー歩
議2i大結核レントゲン検診

‘モ

24露
霜降・電信電話記念|国際連合テ一
日

23百22室21強20室19奇18露

図書館休館臼 |乳児健康診査(総合

乳児健康診査(総合 !会館)

全館)

甲府地区消防団員

訓練大会(田富町)

役場開庁l歳 6ヵ月児徳康

診査(総合会館)

行政相談(中央公民

館午後 l時-)の公|詔)

心配ごと相談(総合 I2歳児歯科検診(総

会館午後 l時-) 1合会館)

リハビリ教室(総合 |英会話教室(中央公

会館民館)

町民ゴルフ大会(丘図書館休館日

統計の 日

総合会館

温泉定休日

31 ~ 30奇29露28百27室26強25雪

役場閉庁

霊震
英会話教室(中央公 |図書館休館自

民館)

心配ごと相談(総合

会館午後 l時一)

乳児撃形外科検診

(総合会館)

原子力の日

図書館休館日

母子手帳交付及び

A 般健康相談日・

三種混合予防接種・

(総合会館)

秋の球技大会(押中

グランド他)

Z 

⑫ 

※収集日が祝日の場合は収集業務はいた!ーの即淵く間
※必ず町指定の収集袋を使用してください。ダン

; ボール箱などでは出さない芝、ください。

!※収集袋、荷札には必ず住所、氏名を記入してく

; ださい。荷札は粗大コ。ミに使用してください。

;※収集日の当日午前8持30分までに出してくだき

※可燃物、不燃物の分別はしっかりおこなってく

ださい。

※台所のゴミはノド切りをして出してください。

平成4.10.I 広報しようわ

7日・ 21日
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